
分
野

事業番号、事業名

必要性 重要性 効率性 緊急性 計画熟度 評点 ランク
現地
調査

167万5千円 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ 84 Ａ

3380万円 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ 84 Ａ

163万円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 83 Ａ

3280万円 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 83 Ａ

101万円 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 83 Ａ

1860万円 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 83 Ａ

97万5千円 Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 72 Ｂ

1800万円 Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 72 Ｂ

529万円

1億320万円

＊県単独事業の場合は申請の欄を削除して使用する。

H27 ○

　野俣沢一帯は朝日村の重要な水源地であ
るが、平成16・18年の豪雨災害以降崩壊地
が拡大し土砂流出が止まらないため、早期
復旧が求められている。

　重要性、緊急性が認められる。 ○ ○

○

　地すべり対策を行った治山事業施行地で
あるが、地すべりの再活動により下流保全
対象への危険度が再び高まっており、追加
対策の早期着手が必要である。

○

谷止工6個
谷止工嵩上1個
森林整備5.00ha

1億4110万円 H25

H24

Ａ：配点の７５％以上
Ｂ：５０％以上７５％未満
Ｃ：５０％未満

○

　当該地は平成18年度の豪雨災害及びその
後の気象害による荒廃及び不安定土砂の堆
積が未だに残る箇所であり、施設整備と森
林整備による荒廃地の復旧により、水源環
境の改善が早期に求められている。

　重要性が高く、必要性、緊急性も認められ
る。

○ ○

　重要性が高く、必要性も認められる。 ○

林務部　森林づくり推進課

部意見 政策評価課意見 申請

項　目　毎　の　評　価
（上段：部　下段：政策評価課）

採択 備考

補助･単独別 補助

2 松本市 奈
な

川
がわ 谷止工2個

森林整備30.00ha
6550万円 H24

事業概要
（ふりがな）

箇所名

(様式２Ａ)　個別箇所評価総括表【新規】　（要領第５の２（1）関係）

森林を育成する治山
34 水源地域等保安林整備（奥地保安林
保全緊急対策）

全体事業費
23年度

上段：一般財源
下段：事業費

完了
予定
年度

番号 市町村名

　Ｈ21及びＨ22年豪雨災害により発生した不
安定土砂が渓床内に残っている状況のた
め、次期降雨による流出の恐れがあり、早期
着手が望まれる。

　重要性、緊急性が高い。 ○ ○○1 長野市 楠
くす

川
かわ

合　　　　　　　　計

3 青倉
あおくら

栄村

4 朝日村 野
の

俣
また

沢
ざわ

5億6440万円

3030万円

4箇所

山腹工0.10ha
 土留工1個
 暗渠工（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ）
　　　　　　270ｍ
森林整備10.00ha

山腹工12.78ha
　土留工6個
　航空実播工12.78ha
森林整備65.00ha

3億2750万円



分
野

事業番号、事業名

必要性 重要性 効率性 緊急性 計画熟度 評点 ランク
現地
調査

185万円 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ 76 Ａ

3410万円 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ 76 Ａ

185万円

3410万円

＊県単独事業の場合は申請の欄を削除して使用する。

○ ○

項　目　毎　の　評　価
（上段：部　下段：政策評価課）

採択 備考

補助･単独別

Ａ：配点の７５％以上
Ｂ：５０％以上７５％未満
Ｃ：５０％未満

○

　地域の重要な水道水源森林の荒廃が進ん
でおり、豪雨のたびに水道施設に土砂が流
出している。施設整備と森林整備を一体的に
進め、森林の持つ水源かん養機能と土砂流
出防止機能の高度発揮を早急に図る必要が
ある。

重要性が高く、必要性も認められる。H27

事業概要
（ふりがな）

箇所名

林務部　森林づくり推進課

部意見 政策評価課意見 申請番号 市町村名

補助

1 伊那市 小原
おばら

谷止工7個
床固工7個
森林整備75.00ha

2億2930万円

合　　　　　　　　計 2億2930万円1箇所

(様式２Ａ)　個別箇所評価総括表【新規】　（要領第５の２（1）関係）

森林を育成する治山
34水源地域等保安林整備（水源地域再
生対）

全体事業費
23年度

上段：一般財源
下段：事業費

完了
予定
年度
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